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2019～2020 年度 国際ロータリーのテーマ 

ロータリーは 世界をつなぐ 
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例会日 毎週金曜日［１２：３０～１３：３０］ 

例会場 菊寿殿 おがわ 小松島市小松島町字外開 7-1  

TEL：0885-32-0205 

事務所 例会場と同じ 
 

編集／会報雑誌 広報ＩＴ委員会 

2019 年 11 月 1 日 

第 3327 回 例会記録 

会員総数 28 名 

出席会員 19 名 

本日出席率 76.00 ％ 

前回出席率 88.00 ％ 
 

会 長 報 告  

（木村 幹男） 

•特に報告事項はありません。 

•本日は、岩根ガバナー補佐と随行の方が来訪されております。 
 

幹 事 報 告  

（芝  敏廣） 

欠席の芝幹事の代わり、木村会長から報告されました。 
 

 

委員会報告  親睦研鑽委員会 山下委員長 

•今月誕生日を迎える会員：芝、樫原、以西 会員 

•結構記念日を迎える会員：佐賀、芝、天満、樫原、藤井、岩橋、川端 会員 
 

卓 話 

（ ア ド レ ス ）  
 

 

岩根光隆ガバナー補佐：“パッション＆パシュート：立ち位置・居場所を考える” 

 真言宗の僧侶（四国八十八霊場第十四番）です。昨年は財団事業では霊場でのご接

待とのこと、ありがとうございます。 
 

 「和を以て尊しとなす」という聖徳太子の言葉があります。寅さんで有名な柴又の帝釈天

は、体毛が網となり、結び目が人間を表しています。ロータリーの歯車も同様で、歯車の歯

が人間です。ガバナーは「立ち位置・居場所」を考えようということですが、これは網の結び

目と一緒です。ロータリーは、宗教等に関わらず“倫理運動”と“修身・道徳”を実行してい

ます。仏教には、「十善戒」という教えがあります。身体で三つ・口で四つ・心で三つの行い

です。 

不殺生（ふせっしょう）：むやみに生き物を傷つけない 

不偸盗（ふちゅうとう）：物を盗まない 

不邪婬（ふじゃいん）：男女の道を乱さない 

不妄語（ふもうご）：嘘をつかない 

不綺語（ふきご）：無意味なおしゃべりをしない 

不悪口（ふあっく）：乱暴なことばを使わない 

不両舌（ふりょうぜつ）：筋の通らないことを言わない 

不慳貪（ふけんどん）：欲深いことをしない 

不瞋恚（ふしんに）：耐え忍んで怒らない 

不邪見（ふじゃけん）：間違った考え方をしない      です。 

この身口意（しんくい）の実践行である十善戒を心がけて生活することで、「生きる力」が

湧いてくるのです。 

八十八カ所の良いところは、お接待・おもてなし・奉仕に見返りを求めないことです。 

最近では「歓談接待」があまり行われませんが、全体を把握するのに有用です。 



KOMATSUSHIMA ROTARY CLUB WEEKLY 

編集／会報雑誌広報ＩＴ委員会 

仏教では、「奉仕」は「お布施」と言います。サンスクリット語では「ダーナ」です。 

「ダーナ」から、“旦那”（旦那寺、檀家）の言葉になりました。西洋でいう“パトロン”です。医

学界では“ドナー”の語源です。どれも見返りを求めず「余裕があれば人のために」です。 

皆さんは「布施」と聞くと何を思い浮かべますか？。恐らく葬儀や法事などの時に回向や

供養のお礼としてお寺に渡す「お布施」が思い浮かぶのではないでしょうか。元々仏教で

は「布施」は慈悲の心をもって他人に財物などを施す、六波羅蜜と呼ばれる悟りを求める

菩薩の六つの実践徳目の一つと言われていますが、本来それだけを示す言葉ではありま

せん。お布施には智慧や財力がなくても、見返りを求めることなく善行を行うことで、よい運

を授かり、幸福がもたらされると言われる七種の「無財の七施」というものがあります。 

「無財の七施」は、人に恵みを与え、その人の心と人生を豊かに幸せに明るくするもので

す。そして人に与えれば与えるほど、自分の心と人生も豊かに幸せになるものです。決し

て難しくはない仏教の七つのお布施です。 

1. 眼施（げんせ）：優しい眼差しをもって人に接する 

2. 和顔施（わがんせ）：優しい微笑みをもって人に接する 

3. 言辞施（ごんじせ）：思いやりを持った言葉で人に接する 

4. 身施（しんせ）：身を持って思いやりを示す 

5. 心施（しんせ）：心を込めて思いやりを示す 

6. 床座施（しょうざせ）：人に場所や席を快く譲る 

7. 房舎施（ぼうじゃせ）：人に宿泊や休憩の場所を快く提供する  
 

 ガバナー補佐になり、改めてロータリーについて自問自答しました。 

ロータリーの一員として、更に頑張りましょう。 

  

 
 

 

 
 

 

卓話の内容が高尚（難しい）でしたので、インターネットで

調べました。（特に漢字！）              記録者 

 

ニ コ ニ コ 箱 以西、樫原、佐賀、藤井 会員 
 

クラブアセンブリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

青木副会長の司会 

◉会計：正木委員長 ◉職業倫理委員会：辻委員長 

◉SSA（会場管理）：樫原 SAA ◉クラブ友愛委員会：樫原会員（代理） 

◉例会委員会：葛原委員長 ◉例会委員会：葛原委員長 

◉親睦研鑽委員長：山下委員長 ◉ロータリー情報委員会：牧野谷委員長 

◉会員増強委員会：安平副委員長 ◉会報雑誌・広報・IT 委員会：土橋委員長 

◉SS 委員会：東條委員長 ◉社会奉仕委員会：中山委員長 

◉青少年奉仕委員会：小川委員長 ◉インターアクト諮問委員会：佐賀委員長 

◉国際奉仕委員会：寿満委員長 ◉ロータリー財団委員会：松下委員長 

◉ロータリー米山記念奨学会：安平委員長  
 

所感・講評：岩根ガバナー補佐 

 •25 名の会員でがんばっていると感じました。 

 •ガバナーは、「外部卓話も好いが内部卓話に力を注ぐように」と仰っています。 

 •各委員会毎に講評をいただきました。 
 

 


